
（2）
２４・１１・４

か
り
機
能
し
、
人
間
ら
し
く
暮

ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、

早
急
に
生
活
保
護
や
高
齢
者
、

障
が
い
者
の
介
護
、
児
童
扶
養

な
ど
の
制
度
の
拡
充
を
図
る
こ

と
を
強
く
求
め
る
。

▪
「
原
発
事
故
子
ど
も
・
被
災

者
支
援
法
」
に
基
づ
く
具
体
的

施
策
の
早
期
実
施
を
求
め
る
意

見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

次
の
こ
と
を
要
望
す
る
。
⑴
公

衆
の
追
加
被
曝
限
度
で
あ
る
、

年
間
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超

え
る
放
射
線
被
曝
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
地
域
全
体
を
「
支

援
対
象
地
域
」
と
す
る
こ
と
。

⑵
原
発
事
故
に
よ
っ
て
こ
れ
ま

で
の
生
活
を
奪
わ
れ
、
被
災
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

方
々
の
力
と
な
る
よ
う
、
被
災

者
の
声
を
反
映
し
た
実
効
性
あ

る
具
体
的
な
支
援
策
を
早
期
に

実
施
す
る
こ
と
。
⑶
健
康
被
害

の
未
然
防
止
の
観
点
か
ら
、
定

期
的
な
健
康
診
断
や
、
医
療
費

の
減
免
に
関
す
る
規
定
の
実
施

を
早
期
に
行
う
こ
と
。

▪
離
党
者
が
い
る
の
に
離
党
者

分
も
含
め
た
政
党
交
付
金
が
交

付
さ
れ
る
政
党
助
成
法
の
法
改

正
を
求
め
る
意
見
書

　

離
党
者
が
発
生
し
た
民
主
党

が
、
離
党
者
分
の
政
党
交
付
金

を
受
け
取
り
続
け
て
い
る
。
総

務
省
に
よ
る
と
、
政
党
が
解
散

し
分
割
さ
れ
た
場
合
は
、
交
付

金
は
案
分
さ
れ
る
が
、
離
党
の

よ
う
な
解
散
を
伴
わ
な
い
分
派

の
場
合
は
、
も
と
の
党
は
当
初

決
定
ど
お
り
の
金
額
が
交
付
さ

れ
、
新
た
な
党
に
は
交
付
金
は

な
い
。
よ
っ
て
、
本
市
議
会

は
、
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、

離
党
の
よ
う
な
分
派
の
場
合

に
、
実
人
数
に
合
わ
せ
た
政
党

交
付
金
の
交
付
を
す
る
よ
う
法

改
正
を
強
く
要
望
す
る
。

京
都
に
対
し
、
地
方
交
付
税
の

不
交
付
団
体
と
し
て
真
の
地
域

主
権
確
立
の
た
め
次
の
項
目
に

つ
い
て
強
く
要
望
す
る
。
⑴
国

は
憲
法
第
92
条
の
地
方
自
治
の

原
則
に
基
づ
き
補
完
性
の
原
則

を
重
視
し
、
市
民
に
身
近
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
は
基
礎
自
治
体
が

広
く
担
い
、
国
と
地
方
が
よ
り

適
切
な
役
割
分
担
が
で
き
る
制

度
を
早
期
に
確
立
す
る
こ
と
。

⑵
地
方
交
付
税
の
措
置
は
各
自

治
体
の
財
政
実
態
に
鑑
み
、
交

付
す
る
こ
と
。
⑶
地
方
交
付
税

に
頼
ら
ず
と
も
、
税
な
ど
の
自

主
財
源
を
歳
入
の
基
盤
と
し
た

地
方
財
政
の
安
定
と
政
策
の
自

立
を
促
す
た
め
、
都
市
財
政
の

充
実
・
強
化
を
早
期
に
行
う
こ

と
。
⑷
東
京
都
は
事
務
事
業
移

管
に
伴
う
財
源
措
置
が
確
実
に

行
わ
れ
る
よ
う
国
に
働
き
か
け

る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
財
源
措

置
が
不
十
分
な
経
費
等
に
つ
い

て
地
方
交
付
税
の
不
交
付
団
体

に
対
し
て
も
適
切
に
交
付
す
る

こ
と
。
⑸
右
記
が
実
現
さ
れ
る

ま
で
の
間
、
臨
時
財
政
対
策
債

の
発
行
を
継
続
す
る
こ
と
。

▪
「
孤
立
死
」
を
な
く
す
た
め

社
会
保
障
制
度
の
充
実
を
求
め

る
意
見
書

　

北
海
道
や
埼
玉
、
東
京
都
な

ど
で
近
隣
の
人
た
ち
も
気
づ
か

な
い
う
ち
に
自
宅
で
亡
く
な

り
、
長
期
間
た
っ
て
発
見
さ
れ

る
「
孤
立
死
」
や
餓
死
が
続
発

し
て
い
る
。
深
刻
な
問
題
点

は
、
高
齢
者
世
帯
に
と
ど
ま
ら

ず
、
働
く
世
代
の
い
る
複
数
の

世
帯
に
ま
で
孤
立
死
が
拡
大
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
憲
法
第

25
条
は
、
国
民
の
生
存
権
を
保

障
し
、
国
に
社
会
保
障
の
充
実

を
義
務
づ
け
て
い
る
。
よ
っ

て
、
本
市
議
会
は
、
国
会
及
び

政
府
に
対
し
、
孤
立
死
を
な
く

す
た
め
社
会
保
障
制
度
が
し
っ

れ
る
よ
う
な
、
李
大
統
領
の
一

連
の
言
動
を
看
過
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
政
府
は
韓
国
政
府

に
対
し
て
李
大
統
領
の
謝
罪
及

び
撤
回
を
強
く
求
め
る
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
、
日
韓
通
貨
ス
ワ

ッ
プ
協
定
に
よ
る
ウ
ォ
ン
に
対

す
る
超
円
高
の
た
め
に
日
本
株

は
低
迷
を
続
け
、
韓
国
株
が
上

昇
し
、
電
機
、
鉄
鋼
、
自
動
車

産
業
な
ど
で
韓
国
は
対
日
競
争

力
優
位
に
立
っ
て
き
た
。
こ
の

こ
と
に
よ
る
日
本
経
済
低
迷
は

市
民
生
活
へ
与
え
る
影
響
も
大

き
い
。
よ
っ
て
、
本
市
議
会

は
、
政
府
に
対
し
、
竹
島
問
題

の
重
要
性
に
鑑
み
、
韓
国
の
行

動
に
歯
ど
め
を
か
け
る
た
め

に
、
国
際
司
法
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ

Ｊ
）
提
訴
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日

韓
通
貨
ス
ワ
ッ
プ
協
定
更
新
の

見
直
し
な
ど
、
対
韓
国
外
交
の

総
合
的
見
直
し
を
進
め
る
こ
と

を
求
め
る
。

▪
「
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
」
と
り
わ

け
「
脱
法
ハ
ー
ブ
」
に
対
す
る

早
急
な
規
制
強
化
等
を
求
め
る

意
見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

次
の
項
目
に
つ
い
て
早
急
に
対

応
す
る
よ
う
、強
く
要
請
す
る
。

⑴
成
分
構
造
が
類
似
し
て
い
れ

ば
一
括
し
て
薬
事
法
の
指
定
薬

物
と
し
て
規
制
対
象
に
で
き
る

「
包
括
指
定
」
を
早
急
に
導
入

す
る
こ
と
。
⑵
指
定
薬
物
が
麻

薬
取
締
官
に
よ
る
取
り
締
ま
り

の
対
象
外
で
あ
る
こ
と
を
改

め
、
指
定
薬
物
を
発
見
し
た
場

合
に
収
去
が
で
き
る
な
ど
法
整

備
の
強
化
を
図
る
こ
と
。
⑶
特

に
青
少
年
や
若
者
の
乱
用
を
防

ぐ
た
め
、
薬
物
教
育
の
徹
底
を

含
む
未
然
防
止
策
の
強
化
を
図

る
こ
と
。

▪
真
の
地
域
主
権
確
立
に
向
け

た
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
政
府
及
び
東

を
断
固
と
し
て
守
る
た
め
に
、

次
の
項
目
の
実
行
を
強
く
求
め

る
。
⑴
政
府
は
事
実
関
係
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
、
現
場
海
域

で
撮
影
し
た
映
像
を
早
急
に
全

面
公
開
す
る
こ
と
。
⑵
今
後
、

同
様
の
事
案
が
あ
っ
た
場
合
、

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法

第
65
条
を
適
用
す
る
こ
と
な
く

厳
正
に
刑
事
手
続
を
進
め
る
こ

と
。
ま
た
、
中
国
に
対
し
、
断

固
た
る
抗
議
を
行
う
と
と
も
に

再
発
防
止
を
強
く
求
め
る
こ

と
。
⑶
尖
閣
諸
島
及
び
そ
の
海

域
の
警
備
態
勢
・
方
針
を
抜
本

的
に
見
直
す
と
と
も
に
、
領

土
・
領
海
を
守
る
た
め
に
必
要

な
法
制
度
の
整
備
、
関
係
機
関

と
の
連
携
、
装
備
・
人
員
の
手

当
て
等
の
拡
充
を
急
ぐ
こ
と
。

ま
た
、
南
西
諸
島
防
衛
を
強
化

す
る
施
策
を
実
行
す
る
こ
と
。

⑷
施
設
の
整
備
な
ど
を
通
じ
た

尖
閣
諸
島
の
有
人
化
と
海
の
有

効
活
用
を
図
る
こ
と
。ま
た
、島

及
び
海
域
の
安
定
的
な
維
持
管

理
を
強
化
す
る
た
め
に
尖
閣
諸

島
の
国
有
化
を
早
急
に
進
め
る

こ
と
。
⑸
尖
閣
諸
島
は
歴
史
的

に
も
国
際
法
的
に
も
我
が
国
固

有
の
領
土
で
あ
り
、
そ
も
そ
も

領
土
問
題
は
存
在
し
な
い
と
い

う
明
確
な
事
実
を
国
際
社
会
に

示
す
外
交
努
力
を
行
う
こ
と
。

▪
李　

明
博
韓
国
大
統
領
の
言

動
に
抗
議
し
、
政
府
に
対
韓
国

外
交
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見

書
　

韓
国
の
李　

明
博
大
統
領

は
、
８
月
10
日
に
島
根
県
・
竹

島
に
不
法
上
陸
し
た
。
ま
た
、

８
月
14
日
、
天
皇
陛
下
の
韓
国

訪
問
に
言
及
し
、
「
韓
国
を
訪

問
し
た
い
な
ら
、
独
立
運
動
で

亡
く
な
っ
た
方
々
に
対
し
心
か

ら
の
謝
罪
を
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
述
べ
た
。
本
市
議
会
は

大
統
領
と
し
て
の
資
質
が
疑
わ

◆
井
の
頭
第
１
駐
輪
場
等
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
有

料
化
す
る
「
井
の
頭
第
１
駐
輪

場
」
「
井
の
頭
第
２
駐
輪
場
」

「
つ
つ
じ
ケ
丘
駐
輪
場
」
の
指

定
管
理
者
に
、
平
成
25
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日

ま
で
の
５
年
間
、
「
株
式
会
社

ま
ち
づ
く
り
三
鷹
」
を
指
定
す

る
も
の
で
す
。

契
　
約

◆
「
三
鷹
市
公
会
堂
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」

に
係
る
契
約
の
金
額
の
変
更
に

つ
い
て

　

三
鷹
市
公
会
堂
整
備
工
事
に

つ
い
て
、
内
部
の
躯
体
補
修
等

を
行
う
必
要
が
生
じ
た
た
め
、

契
約
の
金
額
を
、
既
定
額
５
億

379
万
円
に
３
千
622
万
５
千
円
を

追
加
し
、
５
億
４
千
１
万
５
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

人
　
事

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

貝
ノ
瀨　

滋
氏
（
再
任
）

髙
部　

明
夫
氏
（
新
任
）

角
田　
　

徹
氏
（
新
任
）

◆
総
合
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
委
嘱

に
つ
い
て

中
村　

一
郎
氏
（
新
任
）

片
桐　

朝
美
氏
（
新
任
）

議
員
提
出
議
案

意
見
書
（
要
旨
）

▪
香
港
民
間
団
体
に
よ
る
領
海

侵
入
及
び
尖
閣
諸
島
不
法
上
陸

に
関
す
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
日
本
の
国
家
主
権

◆
平
成
23
年
度
三
鷹
市
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
23
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
23
年
度
三
鷹
市
受
託
水

道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
23
年
度
三
鷹
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

※
以
上
７
件
の
決
算
議
案
に
つ

い
て
は
３
面
に
関
連
記
事

指
定
管
理
者
の
指
定

◆
三
鷹
市
六
小
学
童
保
育
所
Ａ

等
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

　

平
成
25
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
が

満
了
と
な
る
「
三
鷹
市
六
小
学

童
保
育
所
Ａ
及
び
Ｂ
」
並
び
に

「
三
鷹
市
南
浦
小
学
童
保
育
所

Ａ
及
び
Ｂ
」の
指
定
管
理
者
に
、

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

30
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年

間
、
「
株
式
会
社
日
本
保
育
サ

ー
ビ
ス
」
を
引
き
続
き
指
定
す

る
も
の
で
す
。

補
正
予
算

◆
平
成
24
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
千
295
万
７
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
670
億
９

千
318
万
７
千
円
と
す
る
と
と
も

に
、
地
方
債
の
補
正
を
行
う
も

の
で
す
。
補
正
の
内
容
は
、
歳

出
予
算
に
お
い
て
、
公
共
施
設

管
理
関
係
費
、
公
会
堂
等
整
備

事
業
費
、
空
き
家
等
対
策
調
査

関
係
費
、
商
工
振
興
助
成
事
業

費
、
観
光
振
興
推
進
事
業
費
、

建
築
基
準
行
政
事
務
関
係
費
の

増
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
平
成
24
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
３
千
738
万
２
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
104
億
４
千
746

万
９
千
円
と
し
、
平
成
23
年
度

の
保
険
給
付
費
等
の
確
定
に
伴

い
、
国
、
支
払
基
金
、
東
京
都
、

三
鷹
市
が
そ
れ
ぞ
れ
財
政
負
担

す
べ
き
額
を
負
担
ル
ー
ル
に
従

っ
て
精
算
す
る
も
の
で
す
。

決
　
算

◆
平
成
23
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

◆
平
成
23
年
度
三
鷹
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
23
年
度
三
鷹
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

条
　
例

◆
三
鷹
市
非
常
勤
の
特
別
職
職

員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

非
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
う

ち
総
合
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
報
酬

に
つ
い
て
、
執
務
日
数
の
見
直

し
に
伴
い
、
報
酬
月
額
を
現
行

の
「
20
万
６
千
円
」
か
ら
「
12

万
８
千
円
」
に
変
更
す
る
も
の

で
す
。

◆
三
鷹
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び

再
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

持
ち
込
み
ご
み
の
処
理
施
設

に
つ
い
て
、
現
在
、
「
市
の
処

理
施
設
」
と
定
め
て
い
る
も
の

を
、
ふ
じ
み
衛
生
組
合
新
ご
み

処
理
施
設
の
試
験
運
転
の
間
、

「
市
長
の
指
定
す
る
処
理
施

設
」
と
し
て
、
新
ご
み
処
理
施

設
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
同
施

設
の
正
式
運
転
に
伴
い
、
一
般

廃
棄
物
処
理
手
数
料
を
見
直
す

ほ
か
、
技
術
管
理
者
の
資
格
を

定
め
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
自
転
車
等
の
放
置
防

止
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

市
立
自
転
車
等
駐
車
場
の
う

ち
「
三
鷹
台
第
１
駐
輪
場
」

「
三
鷹
台
第
２
駐
輪
場
」
「
三

鷹
台
第
３
駐
輪
場
」
「
三
鷹
台

第
４
駐
輪
場
」
の
有
料
化
の
時

期
（
平
成
25
年
４
月
１
日
）
を

延
期
す
る
も
の
で
す
。 可

決
し
た
議
案

第
3
回
定
例
会

市
長
提
出
議
案
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